
第５学年 外国語活動  年間計画（由布市立由布川小学校） 

 
第５学年 月 

単元 内容 
備考 

◎おすすめ △問題点 
□改良点 

４月 
 

５月 

世界の「こんにちは」

を知ろう。 
・世界には、様々な挨拶が 
あることを知る。 
・挨拶のマナーを知り、友 
達と積極的に挨拶をする。

◎ＡＬＴとの出会いの時間を確保し、

友だち同士での名刺交換もした。 
△ＣＤを聞いて書くのでは、速すぎて

記入できない子どもが多かった。Ａ

ＬＴの聞き取りによる学習が望ま

しい。 
６月 ジェスチャーをしよ

う。 
・様々な感情や様子を表す 
語を知り、ジェスチャーを

つけて思いを伝える。 

◎ジェスチャーをつけての挨拶活動を、

いろいろなパターンで何回もした。

□英語ノート通りでなく、ＡＬＴとの

やりとりが望ましい。 
７月 数で遊ぼう。 ・１～２０の数で答えたり 

尋ねたりする。 
◎数字ピラミットゲームは、友だちを

探して、意欲的に取り組んでいた。

９月 
 

１０月 

自己紹介をしよう。 ・自分の好きなものや、相 
手の好き嫌いを尋ねて自

己紹介する。 

◎「○×ゲーム」は、自分のことを紹

介しようと意欲的に取り組む姿が

みられた。 
１１月 いろいろな衣装を知

ろう。 
・世界には様々な衣服があ 
ることを知るとともに衣 
服の言い方を知る。 

◎英語ノートに付属のカードで、楽し

くお買い物ゲームができた。買い物

でのやりとりは、次の学習にもつな

がった。 
１２月 

 
外来語を知ろう。 ・外来語とその由来を知り、

ほしいものを質問したり 
答えたりしてフルーツパ 
フエを作成する。 

◎食べ物など子どもが知っている単

語が多い為、どの子も意欲的だっ

た。 

１月 クイズ大会をしよう ・身近なもの（自分の持ち 
物）を使ってクイズを出 
し合う。 

◎自分の持ち物をクイズに出すこと

ができるので、子どもなりに工夫を

していた。 
２月 時間割を作ろう ・教科や曜日を表す語を知

り、ゲームを通して時間割

を完成させる。 
 

□教科は、言い方が難しいものがある

ため、慣れるまで時間がかかる。ジ

ャンピングゲームをとりいれると

よい。 

３月 ランチメニューを作

ろう 
・食べ物や料理をする語を 
知り、ゲームをしたり、 
オリジナルランチセット 
を作ったりする。 

◎フラッシュカードゲームやジャン

ピングゲームで、食べ物の名前を楽

しく覚えることができた。 

【英語ノート以外の活動】年間１～２回計画 
 ○異文化交流  ・・・「衣・食・住」「芸術」「遺産」「スポーツ」その他文化～ALT、APU（立命館） 
 ○地域人材の活用・・・大分大学医学部応用言語学（英語）教授 
 
【共通理解】 
 ★「聞くときは静かに聞く」姿勢、真摯に授業に入っていく姿勢づくり。 
 ★本校独自の指導案があるので、身につけておく。 
  ・「Greeting」「Ice Breaking」「Activity」「振り返り（評価）」の４活動 
 ★「電子黒板」を使いこなせるように！ 
 ★クラスルームイングリシュの研究。 
 ★授業計画作成については、HRT主導。授業の出番については、ALTを十分に活用。 
 ★覚えさせるのではなく、あくまでコミュニケーション能力の素地を養う。 



第６学年 外国語活動  年間計画（由布市立由布川小学校） 

 
第６学年 月 

単元 内容 
備考 

◎おすすめ △問題点 
□改良点 

４月 
 

５月 

アルファベッドで遊

ぼう。 
・アルファベッドの大文字の読み

方を知る。 
・アルファベッドの文字の読み方

を聞いて、大文字を認識する。

・大文字とその読み方とを一致さ

せる。 

・全単元実施。 
△ＣＤを聞いて書くのでは、速すぎて

記入できない子どもも多かった。

ALT による発音の聞き取りが望ま
しい。 
□アルフアベットを読めるか、書ける

のかの確認が必要。 
６月 いろいろな文字があ

ることを知ろう。 
・世界の様々な文字に興味をもち、

アルファベッドには小文字もあ

ることを知るとともに、２１以

上の数字を言う。 

□数字の聞き取りの前に、１～１００

の数の言い方を復習しておかなけ

れば取り組みが難しい。 

７月 友だちの誕生日を知

ろう。 
・日本の行事や特徴を確認し、行

事の行われる月の言い方を知

る。 

◎月の言い表し方の学習は、なじみの

ある単語が多いので意欲的に取り

組めた。 
９月 

 
１０月 

できることを紹介し

よう。 
・相手の話を聞き、何ができ、何

ができないかを理解する。 
・質問に答えて、自分のできるこ

と、できないことを伝える。 

・授業研のため実施せず。 

１１月 道案内をしよう。 ・町中にある様々な建物の言い方

を理解し、道案内する。 
◎全単元実施。 
◎子どもたちが興味を持って取り組

むことができた。（身近な建物 道

案内の仕方） 
１２月 

 
行ってみたい国を紹

介しよう。 
・生きたい国を理由とともに言っ

たり、相手の行きたい国と理由

を理解したりする。 

△聞き取って書くのは、難しいので、

担任のサポートが必要。 
□総合や社会科の時間と絡ませて、国

調べをしてから「行きたい国」を考

えさせると良い。 
１月 自分の一日を紹介し

よう。 
・自分の生活表を作成し、それを

もとに自分の一日を紹介する。

◎時刻の言い表し方。 

２月 オリジナルの劇をつ

くろう。 
・オリジナル劇を作り発表する。 ・時数不足のため実施せず。 

３月 将来の夢を紹介しよ

う。 
・様々な職業の言い方を知り、夢

を発表する。 
・時数不足のため実施せず。 

【英語ノート以外の活動】年間１～２回計画 
 ○異文化交流  ・・・「衣・食・住」「芸術」「遺産」「スポーツ」その他文化～ALT、APU（立命館） 
 ○地域人材の活用・・・大分大学医学部応用言語学（英語）教授 
 
【共通理解】 
 ★「聞くときは静かに聞く」姿勢、真摯に授業に入っていく姿勢づくり。 
 ★本校独自の指導案があるので、身に付けておく。 
  ・「Greeting」「Ice Breaking」「Activity」「振り返り（評価）」の４活動 
 ★「電子黒板」を使いこなせるように！ 
 ★クラスルームイングリシュの研究。 
 ★授業計画作成については、HRT主導。授業の出番については、ALTを十分に活用。 
 ★覚えさせるのではなく、あくまでコミュニケーション能力の素地を養う。 


